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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年10月9日(2008.10.9)

【公開番号】特開2006-152249(P2006-152249A)
【公開日】平成18年6月15日(2006.6.15)
【年通号数】公開・登録公報2006-023
【出願番号】特願2005-281724(P2005-281724)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ  34/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 317/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  34/00    　　　　
   Ｈ０１Ｂ   1/06    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 317/42    ＣＳＰ　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月22日(2008.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下式（Ａ）で表されるモノマー単位を含む重合体。
【化１】

  ただし、ＲＦはフッ素原子、炭素数１～６のペルフルオロアルキル基、炭素数２～６の
炭素－炭素結合間にエーテル性酸素原子を含むペルフルオロアルキル基または－ＱＦＳＯ

２Ｆを示し、ＱＦは炭素数１～６のペルフルオロアルキレン基または炭素数２～６の炭素
－炭素結合間にエーテル性酸素原子を含むペルフルオロアルキレン基を示す。
【請求項２】
　式（Ａ）で表されるモノマー単位が、下式（Ａ２）で表されるモノマー単位である請求
項１に記載の重合体。
【化２】
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  ただし、ＲＦ２はフッ素原子、炭素数１～６のペルフルオロアルキル基または－ＱＦ２

ＳＯ２Ｆを示し、ＱＦ２は炭素数２～６の炭素－炭素結合間にエーテル性酸素原子を含む
ペルフルオロアルキレン基を示す。
【請求項３】
　数平均分子量が、５０００～５００００００である請求項１または２に記載の重合体。
【請求項４】
　下式（ａ）で表される化合物を重合させることを特徴とする下式（Ａ）で表されるモノ
マー単位を含む重合体の製造方法。
【化３】

  ただし、ＲＦはフッ素原子、炭素数１～６のペルフルオロアルキル基、炭素数２～６の
炭素－炭素結合間にエーテル性酸素原子を含むペルフルオロアルキル基または－ＱＦＳＯ

２Ｆを示し、ＱＦは炭素数１～６のペルフルオロアルキレン基または炭素数２～６の炭素
－炭素結合間にエーテル性酸素原子を含むペルフルオロアルキレン基を示す。
【請求項５】
　下式（ａ－１）で表される化合物を脱ハロゲン化剤の存在下に脱ハロゲン化反応させる
ことを特徴とする下式（ａ）で表される化合物の製造方法。
【化４】

  ただし、Ｘ１およびＸ２はそれぞれ独立に塩素原子または臭素原子を示し、ＲＦはフッ
素原子、炭素数１～６のペルフルオロアルキル基、炭素数２～６の炭素－炭素結合間にエ
ーテル性酸素原子を含むペルフルオロアルキル基または－ＱＦＳＯ２Ｆを示し、ＱＦは炭
素数１～６のペルフルオロアルキレン基または炭素数２～６の炭素－炭素結合間にエーテ
ル性酸素原子を含むペルフルオロアルキレン基を示す。
【請求項６】
　下式（ａ－１）で表される化合物。
【化５】

  ただし、Ｘ１およびＸ２はそれぞれ独立に塩素原子または臭素原子を示し、ＲＦは、フ
ッ素原子、炭素数１～６のペルフルオロアルキル基、炭素数２～６の炭素－炭素結合間に
エーテル性酸素原子を含むペルフルオロアルキル基または－ＱＦＳＯ２Ｆを示し、ＱＦは
炭素数１～６のペルフルオロアルキレン基または炭素数２～６の炭素－炭素結合間にエー
テル性酸素原子を含むペルフルオロアルキレン基を示す。
【請求項７】
　下式（ａ２）で表される化合物。
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【化６】

  ただし、ＲＦ２はフッ素原子、炭素数１～６のペルフルオロアルキル基または－ＱＦ２

ＳＯ２Ｆを示し、ＱＦ２は炭素数２～６の炭素－炭素結合間にエーテル性酸素原子を含む
ペルフルオロアルキレン基を示す。
【請求項８】
　下式（Ｂ）で表されるモノマー単位を含むフルオロポリマー。

【化７】

  ただし、ＲＦＢはフッ素原子、炭素数１～６のペルフルオロアルキル基、炭素数２～６
の炭素－炭素結合間にエーテル性酸素原子を含むペルフルオロアルキル基、または－ＱＦ

（ＳＯ２Ｙ－（ＳＯ２Ｒｆ）ｓ）Ｍ＋基を示し、ＱＦは炭素数１～６のペルフルオロアル
キレン基または炭素数２～６の炭素－炭素結合間にエーテル性酸素原子を含むペルフルオ
ロアルキレン基を示し、Ｙは酸素原子、窒素原子、または炭素原子を示し、Ｒｆはエーテ
ル性酸素原子を含んでいてもよいペルフルオロアルキル基を示し、ｓはＹに対応し、Ｙが
酸素原子である場合には０、Ｙが窒素原子である場合には１、Ｙが炭素原子である場合に
は２を示し、Ｍ＋は、Ｈ＋、１価の金属カチオン、または１以上の水素原子が炭化水素基
で置換されていてもよいアンモニウムを示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
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